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産業廃棄物処理計画実施状況報告書

浴テ立▼年 し月2r日

大分県知事

l市長)機、
～
影 殿

棚 醐M剛醐
提出者 株式会社ユキ牧場
隻琢鱗取締役佐藤邦俊
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 ど)ワク字―とθ―Z″♪2

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、

処理計画の実施状況を報告します。

K 年度の産業廃棄物

事 業 場 の 名 称
智、付腺れ 少共欺物

事 業 場 の 所 在 地

衣膚砕、ヒ7匈キ瀧幻′♭し忠士ゥ務拠

事 業 の 種 類

υl 法プ、
産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間 /1赤uら o～ Aカ レ

ろ u

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目

全 処 理 委 託 量 t排   出   量 と/
t

、ら0。0フ

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
t
優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
t

自 ら熱 回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
t
再生利用業者への

処 理 委 託 量 b少フ

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量
t
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
自 ら埋 立処 分又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量
t

※事務処理欄

(日本産業規格 A列 4番 )



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 第 物^苑体
) (単位 it)

実績値

と/

t/

学

項 目

①り,出量

②十③ 自ら再生利用を
行った量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により減
豊 1ンナー畳

③+⑨ 自ら埋立処分又は
海洋捨 人実ll分升行った号

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処
チ甲参託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
テ早季託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生和1用
業者への処理委託量

綜
⑫

⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑬

(りのうろ梁回収認厄

業者以外の熱回収を

行う業者への

'几

翌泰評吾

⑭

自ら中間処理した後

再生利用した量

自ら中問処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

C

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託星

箕
⑩

⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量

①

自ら中間処理した

後の残さ量

⑥

自ら中間処理によ

り減量した量

⑦

自ら直接

再生利用した量

②

自ら直接埋 ′ヽ処分 又は

海洋投入処分した量

③

自ら中間処理

した量

①

①のうち熱回収
を行つた量

⑤

有 償 物 星

排出量

4/
①

不要物等発生量

（韻

Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 筑均郡 、ん〉てて )、 (単位 :t)

実績値

ケと7ど

θ oοο

/る 夕ど

/と 夕ど

項 日

①排出量

②十③ 自ら再生利用を
行った畳

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により減
豊モンた豊

③+⑨ 自ら埋立処分又は
海洋捨 入処 /河`力行った量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処
理委託量

⑫再生廂I用業者への処理
姦訴号

④熱回収認定業者への処
理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理参評畳

りのうち黎回収認厄

業者以外の熱「]収を

行う美者への

負几コ
=参
託壁

⑭

⑩のうち熱回収忍定

業者への処理委託量

⑬

⑩のうち再生利用

業者への処理委託E

/る夕ど
⑫

①

⑩のうち優良認定

処理業者―の

処斑委託量

ri接及び白ら

中間処理した後の

処理委託星

①

`夕

と

白ら中問処理した後

自ら里立処分又は

海洋投人処分した量

C

白ら中間処理した後

再生利用した量

C

白ら中間処理によ

り減量した量

゛οο D
⑦

自ら中問処理した

後の残さ量

P.oフっの

①のうち熱回収
暫子つた量

出らlil接埋立
'と

と分 )(1■

れ,洋投入処分した量

③

自ら中間処理

した量

自ら直接

再生利用した量

②

排出量

字ち夕ど
①

有 償 物 量

不要物等発生量

（韻
囀
団
）




